
 

 

 

 

自由な意見交換の場として『なんでもカフェ』の第

一回が８月２０日に市民活動・ボランティアセンター

内で開催されました。第一回目のテーマは『災害』で、

参加者はボランティアや市民活動を行ったり、興味が

ある方３０名の方々に参加していただきました。  

司会は市民活動・ボランティアセンターの芦澤さ

ん。テーマの導入は『防災・災害ボランティア』片岡

さんから「このマーク知っていますか」と題して避難

場所・避難所・非常口など、日常的に見慣れたものに

ついて紹介。  

続いて『素っ飛び会』の馬場さんから「具体的な検討

にあたって」と題して突然やってくる災害から、いか

に我が身の安全を確保できるか、日常的な災害対策に

ついて 具体的に誰でもできる内容で家具の固定方

法、水や米の備蓄など、また体験学習として「避難所

運営ゲーム」などが紹介されました。 

 

参加者の皆さまが何を感じて、何について疑問を持

ったかなど、意見交換の時間をとりました。たくさん

の意見が出されましたが、一時避難場所、指定避難場

所、防災訓練の形骸化、自主防災、防災リーダー不足、

防災訓練の夜間実施は？などなど盛りだくさんの内

容でした。１時間半の中で災害が起きたら、起きる前

に、何ができるか、真剣に考えて参加されていました。  

 

女衆ボランティアの会『ごきげんよう』の役員さん 

「定期的に集まれる場所が出来てよかったわ」 

「私達の場合は社協がすぐ近くで便利よ」 

「なんでも話し合えるし、情報ももらえるし…。」 

「トイレは使いにくいので改修してほしいわ。」 

傾聴ボランティア『赤ずきん』の役員さんは 

「私達の活動では、個人の秘密を守らなければならな

いこともあるので、やはり今のような一部屋のオー

プンスペースだけでは無理。別の部屋も必要なの

よ。」という声もありました。 

センターにぜひ来てみてください！ 

市民活動・ボランティアに関するご意見、ご相談を受

け付けます。 


